
労災の防止 快適な職場 心身の健康

　11月30日（水）名古屋市中小企業振興会館（吹上ホール）
にて、第３４回総会を開催しました。
近藤理事長からの開会挨拶後、来賓にお迎えした愛知労
働局濱田課長よりご挨拶をいただき、その後、２０２２
年度の活動報告、決算報告、２０２３年度活動計画（案）、
予算（案）を審議し、満場一致で可決・決定されました。

＜近藤理事長挨拶＞（抜粋）
　各構成組織、加盟組合の皆さまには、安全衛生センター
の諸活動にご協力いただき、この場を借りて感謝申し上
げます。
　本年の愛知労働局管内で発生した労働災害は、10月
末時点の速報値で、休業4日以上の災害が7,878件、う
ち25件が死亡災害となっています。
　新型コロナに起因する業務上の疾病発生状況は、令和
3年の数値で939件、内死亡は３件の発生となっており、
令和２年より約1.5倍に増加している状況にあります。
　連合愛知安全衛生センターの活動は、全国の地方連合
会からも注目されており、今後もそれぞれの取り組みを
強化し、愛知労働局、関係する機関との連携を図りなが
ら、更なる活動の充実を図って行くことが求められてい
ます。安全衛生センターの各種活動に対して、ご理解と
ご協力をお願いします。

＜２０２３年度活動計画＞
１．�労災の未然防止と健康づくり活動の推進�
（１）労災防止活動の強化�
（２）愛知労働局安全衛生労使専門家会議への参画�
（３）健康づくりの取り組み

２．�安全衛生活動のレベルアップ�
（１）理事研修会の充実�
（２）安全衛生担当者研修会の充実

３．�活動に役立つ情報提供と啓発活動�
（１）構成組織・加盟組合に対する支援�
（２）ホームページの充実・周知�
（３）安全衛生センターだよりの発行�
（４）安全衛生ＤＶＤの無料貸し出し�
（５）労災保険の適用に関する情報提供

４．�労働保険の加入促進と事務サービスの充実�
（１）未加入の専従役職員の保険加入促進�
（２）一人専従委員長の労災保険組合への加入促進�
（３）中小企業事業主と労働者の保険加入支援�
（４）事務組合のサービス体制充実

５．�県民に開かれた活動と関係団体との連携�
（１）労働問題（労災・労働保険）の相談窓口�
（２）県民参加の健康づくり啓発�
（３）連合本部の安全衛生活動との連携�
（４）東海ブロック地方連合会との連携�
（５）行政、関係団体との連携強化
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　「過労死等」とは、業務における過重な負荷による脳・
心臓疾患や業務における強い心理的負荷による精神障害
を原因とする死亡やこれらの疾患のことです。
　私たち一人ひとりが、自身にも関わることとして過労
死とその防止に対する理解を深めて「過労死ゼロ」の社
会を実現しましょう。
　【過労死等防止のための取り組み】
　１．長時間労働の削減
　２．過重労働による健康障害の防止
　３．働き方の見直し
　４．職場におけるメンタルヘルス対策の推進
　５．職場のハラスメントの予防・解決
　６．相談体制の整備等

すべての労働者の安全と心身の健康確保・あらゆるハラスメントの無い職場環境づくりをめざしすべての労働者の安全と心身の健康確保・あらゆるハラスメントの無い職場環境づくりをめざし

～安全衛生センター第34回総会を開催～～安全衛生センター第34回総会を開催～

◆過労死等防止推進シンポジウムに参加◆過労死等防止推進シンポジウムに参加
「過労死・過労自死を防ぐために私たちができる事」「過労死・過労自死を防ぐために私たちができる事」

<開会挨拶＞近藤理事長

＜ご来賓＞愛知労働局　濱田課長 ＜議長＞基幹労連　土肥代議員�



労災の防止 快適な職場 心身の健康

   2022年11月　愛知県の死亡災害発生状況　＜12月8日現在速報値＞　

 30　(6人)　　対前年同期22人（5人）　※（　）内は交通事故による死亡者の内数

■全建愛知の紹介と安全衛生の取り組み■

　全建愛知は企業内労組とは異なり、建設業に従事する法人・個人の小零細事業所の事業主と
労働者および、いわゆる一人親方と呼ばれる職人で構成されている任意の労働組合です。「建
設労働者の経済的、社会的地位の向上」と福利厚生等に寄与することを目的に建設国保の運営
や、連合愛知安全衛生センターと同様にに労働保険の取り扱い、また、仕事と暮らしに寄与す
る事業・サービスの提供、そして、政策制度要求を軸とする各運動を展開しています。
それでは、全建愛知が取り組んでいる労働安全・労働衛生の運動を紹介いたします。
　初めに、労働安全についてです。建設業において最も多い労働災害は「墜落・転落」です。
　全建愛知でも、労災保険加入者の原因別労災事故のトップは、毎年「墜落・転落」であり、近年、
国からの足場に係る法改正や墜落制止用器具（フルハーネス）に関する法改正などを受け、組合員への周知・啓発、
講習会の実施などを重点的に取り組んでいます。
　次に、労働衛生についてです。特に大きな社会問題になっている石綿（アスベスト）対策に力を入れ、石綿が使用
されている建築物・工作物の解体等の作業に係る業務を行うための石綿に関連する講習会の実施や、建設国保を運営
していることもあり、医師による胸部Ｘ線写真の再読影や職歴調査等の石綿関連疾患検査を行い、その後の労災申請
等の手続きなどに取り組んでいます。
　今後も、建設産業従事者の労働安全衛生環境の改善に向け、取り組んでまいります。

　　　　　　私たちの職場における取り組み事例　　　　　　私たちの職場における取り組み事例
　　第22回　　　　　	　			　　　　　　　　　　　　　　　　　　	　			　　　　　　　　　　　　　　　大久保	理事（全建愛知）大久保	理事（全建愛知）

11
　
月

業種・規模 被災者 事故の型 災害状況

輸送用機械等製造業
500～ 999名

一般作業員
30代
4年

激突され
クレーン

鋳造工場の金枠置き場で金枠の玉掛け作業を行っていた
ところ、別の作業者が操作するクレーンが被災者の操作
していたクレーンに激突し、玉掛け中の金枠が引きずら
れ、被災者が別の金枠との間にはさまれたもの。

鉱業
50～ 99名

—
墜落・転落
トラック

ダンプトラックを運転中、道の端から約５ｍ下に
落下した。

　年末年始無災害運動
は、働く人たちが年末
年始を無事故で過ごし、
明るい新年を迎えるこ
とができるよう、事業
場等の取り組み促進を
図る趣旨で、昭和46年
から厚生労働省の後援
のもと中央労働災害防
止協会が主唱する運動
で、本年で52回目を迎
えます。
　新型コロナウイルス
感染症の拡大防止と社
会経済活動の両立が求
められる中で迎える年
末年始、明るい新年を
迎えられるよう、年末
年始無災害運動の取り
組みをお願いいたしま
す。
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